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フランス革命期のジャクリー
一一教区陳情書の中の「農民的要求」を探る一一
近江吉明
はじめに
今日、私に与えられたタイトルは、「フランス革命期のジャクリー」です。フランス革命時に
登場し、活躍した民衆に着目しまして、かれらの行動様式やその思いがどのようなものであった
のかについて検討してみたいと思います。おもに農村民衆に注目していくことになります。
さて、ではなぜジャクリーなのか？大問題です。「ジャクリー」といえば、 1358年のものが有
名ですよね。それが、フランス革命期にジャクリーと註うのですから。ええ？となるわけです。
ある友人の A 人が、メールでこう言っています。「百年戦争期のジャクリーの呼称をフランス革
命の時代に使用するとは、飛躍しすぎだ！ドラエモンのタイムマシーンじゃあるまいしjという
わけです。しかし、これは今の日本の世界史教育の現状からすれば、当然の疑問ですよね。です
から、まずこの点をはっきりさせておきたいと思います。
実は、このことに気が付きましたのは私も十数年前のことでした。ロワール川周辺に行った時
だったおもいます。トウールの南、つまりロワール川からちょっと南に下ったところに、
Chateau de Sache （サシェの館）という、これはルネサンス期の建物ですが、資料館がありまし
て、ふらつと入ってみましたら、これがかの有名なバルザック資料館でした。展示コーナーの－
番最初のところに1829年版の本が置いてありまして、それが何と『ジャクリー』というタイトル
だったのです。何でパルザックが？当時は、中世のことしか念頭に無かったものですから、ただ、
よく見ますとそれは彼の作品ではなく、その頃、印刷業をしていた彼が出版したものであること
がわかったのです。後で、国立図書館で調べてみましたら当時の演劇用の台本であり、バルザツ
クの初期の作品『ふくろう党』に影響を与えたことなどが見えてきました。しかし、王党派的思
想傾向にあった彼が、何ゆえにジャクリーに注目していたのかは、その時はわからずじまいでし
た。
他方で、フランス革命史研究者として有名なジョルジユ二ルフェーヴルの『1789年』の本の中
でいわれているジャクリーも、アンシャン・レジーム期の民衆運動で確認されているそれも、歴
史学上のテクニカルタームでしかないという認識でした。ところが、『百科全書Jなどを見てい
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くうちに、そもそも固有名詞であったジャクリーの用語が、 18世紀頃には「単に、農民反乱を意
味する普通名詞になってしまい、使用されていた」。つまり、史料用語として確認できるという
ことがわかってきたのです。ジャクリーは中世末期の民衆蜂起だけのものでないということにな
ってしまっていたのです。
でも、革命期にジャクリーの用語が使えるにしても、その意味するところは殺人・放火－略奪
など、したい放題の農村民達の悪行三昧をともなう反領主（館）闘争ということです。これはー・
種のテロ行為でありますが、そのような「農民反乱」のイメージを「ジャクリ－Jに込めて使用
しているのだとするならば、あの崇高な理念を掲げたフランス革命において、フランスの地方農
村民は積極的な役割を果たしていなかったということにもなりそうです。果たして現実はどうだ
ったのか、革命期に刻まれた農村民衆の思いを実証的に確認していくことが、今日の私の話のね
らいなのです。
ところで、フランス革命といえば皆さんどうでしょうか、一般的にいえば、パスティーユ襲撃、
人権宣言の発布、憲法制定国民議会、 91年憲法、立法議会、国民公会、国王ルイ16世、マリ一二
アントワネットの処刑、ジャコバン独裁、テルミドールの反動、総裁政府、ブリュメール18日へ
の流れとして理解されているわけですよね。全体的な捉え方をすれば、革命政府を担当する革命
指導層の政治理念の変化をたとぞって、ブルボン絶対王政を打倒し、立憲君主政、穏和共和政、過
激（急進）共和政を経て、穏和共和政に戻り、ナポレオン期へと突き進むと認識されているのだ
ろうと思うのです。つまり、教科書の記述で言えば、最も典型的な市民革命として描かれるのが
普通です。
これが、大学の教養歴史学のレヴェルになりますと、フランス草命はG＝ルフェーヴルの言う
ように、四つの革命総体として捉えられているのだろうと思います。すなわち、アリストクラー
トの革命、ブルジョワの革命、都市民衆の革命、農民の草命が絡み合って草命は進展したのだと
いう認識、つまり、革命の諸側面がさらに丁寧に捉えられた革命像というのが提示されています。
また、本学歴史学センターにも係わっておられる遅塚忠朗氏に言わせれば、「フランス革命劇薬
説jといいますか、劇薬の「効果」あるいは「効き過ぎた」劇薬の側面から革命の本質が捉えな
おされ、その中で都市民衆の革命と農民のそれは一つの動きとみられ、三つの社会層の担った三
つの革命の複合体と考えられる傾向にあります。
このお二人の仕事からも明らかでありますように、フランス革命は三色旗やらラ・マルセイエ
ーズに象徴される、一見、はなぱなしく見える歩みの中で、ジャクリーはそうした展開から若干
かけ離れた動きをもかかえていたのであります。つまり、民衆の革命は独自の足跡を残したので
あって、ブルジョワを支援しようとか、あるいはフランス革命の理念を最初から獲得しようとし
て立ち上がったのではないというのです。
この認識は、実は私の今日の話の結論の一つであるものですから、それでは、ハイ終わります
ということに相成るのですが、しかし、それでは余りにもペテン師的であります。今日、私に与
えられた課題は、繰り返しになりますが、革命期の農村民衆の動きを分析することによって、か
れらの思いのあれこれを冷静に見ていくことにあります。
< 2 ＞フランス革命期のジャクリ一一教区陳情書の中の「農民的要求」を探る （近江）
I、「グランド・プール（大恐怖）J期前後のフランス
まず、 1789年4月14日以降に現れましたグランド・プール（大恐怖）期前後におけるフランス
全体の農村氏の動向を確認しておきましょう。この分析に関して私は、パスティーユ襲撃事件の
影響という側面ばかりではなく、それ以前の、例えば第一次選挙集会段階の民衆の諸行動との関
連を重視すべきであるとの認識を持っています。
ここでは、先にも出てきましたが、有名なフランス革命史研究者でありましたG＝ルフェーヴル
と彼の弟子にあたりますアルベール＝ソブールといった革命期の農民運動研究、あるいは彼らの
影響を受けたアナトーリニアドらの仕事からわかるところを整理することになります。
( 1 ）全国三部会開催に向けての動き
まず、グランド・プール以前という点では今言いましたように、私は陳情書作成段階から見て
おくべきだろうと思っています。とは言いましても、 1789年5月4日に開催されました全国三部会
に向けて、各バイイ管区で身分別にまとめられ提出された陳情書のことではありません。そうで
はなくて、その前の2月から3月にかけて開催された第一次選挙集会時に作成された、一番最初の
教区ごとの陳情書のことなのです。どういうことかと言いますと、こうなのです。
皆さんご存知のようにルイ16世が、 1789年5月l日に全国三部会の開催を宣言したのは、前年の、
1788年8月8日の勅令によってであります。そして、同年12月27日には、今度は、国王顧問会が、
第三身分の代表者数を聖職者身分と貴族身分との合計数と同数にすると決定したのです。そうな
りますと、フランス各地はにわかに慌ただしくなっていきます。
これは、ルフェーヴルからの引用なのですが、アンジュー地方はソミュールのパイイ管区代官
の言として「全国三部会の召集の報せがもたらした最も厄介な効果は、教区の選挙集会があたか
も自ら主権を付与されているかのように思い込み、村人達が、今後は領主的諸貢租の支払いから
免除されているかのように勝手に判断したことである」、と言っているのが非常に象徴的だと思
います。こうした雰囲気のなか全国各地で第一次〈表1)1787年～1790年における小麦・大麦価格の変動
選挙集会が聞かれ、陳情書が続々と作成されてい （リー ヴル）
くことになったわけなのです。その数は、何と6
万通を超えると言われています。きょうは、後で、
西部ノルマンデイーはオルヌ県下で作成されたも
のを少し見ていくことにしています。
農村民の動きを、このように加速させた条件は
そればかりではありません。当時の、経済的危機
の進行という問題がありました。よく言われます
ように、 1788年になるとフランス各地では、貧困
の深化と深刻な食糧危機にみまわれています。こ
れは、 1786年のイギリスとの通商条約以来の農村
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出典） A. Ado, op. cit , p.100 
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工業の低迷や、 1787年王令後の穀物取引の自由化がその要因として考えられ、さらに、 1788年の
不作が重なったからでありました。 1789年春からさらに深まった「農業危機jにおいて、く表
1＞に見られますように、穀物価格が仁昇し、その結果、パン価格をも押し上げる結果となった
わけです。
このことは、 1789年4月に、オルヌ県アランソン バイイ管区の地方長官であったアントワー
ヌ＝ジュリアンが、「わたしは、穀物の価格高騰についていくつかの懸念を持っているということ
について報告します。さらに、各市場も全く安定しない状況で、私はいくつかの騒擾を心配して
います。（中略）収穫までにはまだ4ヶ月もあります。発生している飢餓は、おそらく致命的な結
果になるかもしれない諸反乱を引き起こしかねませんjと、危機的状況を報告していることから
も良く分かります。
( 2）グランド・プール期以前の動き
そうした状況下で、事実、フランス各地に民衆蜂起が発生します。く地図1＞をみるとはっき
りします。中心地の一つは、①のピカルデイ一、アルトワ、カンブレジにまたがる地域です。農
民的性格の強い食糧蜂起でして、 500人から700人にまで達した蜂起衆の群れが、鎌、短剣、干し
草用フォーク、小銃などで武装し、小麦捜しを開始し、また、地方市場で小麦価格を固定化する
などの運動を展開しています。二つ目は、②のフランス南部のラングドック東部、プロヴァンス、
ドブイネー南部地域です。この地域では、総ての小麦の輸送・流通がストップさせられています。
地図上にもマークされていますように物価高への反発と領主に対する闘争でした。三つ目は、③
のパリ南西部に発生した貧農中心の蜂起です。 3月から4月にかけて、ポンーサントーマクサンスあ
るいはランプイエなどにおける、小麦価格の高騰に反対した蜂起で、した。蜂起衆は7,000人ほど
に膨れ上がっています。四つ目は、④のランス地区です。 3月にランス周辺の農村教区や、ラモ
ンターニュードーランス地域のブドウ栽培地域の「貧農の蜂起」です。
（地図1> 1788年9月－1789年7月までの「農民運動」
③ 
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句1・． 1、食糧にかかわる農村の遭動
・ ~,I「
－ H ・f z、食纏にかかわる柿屡笹
I 3、封E量的諸信事lに低抗する農村の運動
4、狐立した反封建騒擾
5、物価高と反封建闘争の組み合わさった地方の騒擾
＠ 
出典） A. Ado, op. cit, p.103 
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五つ日が、⑤のノルマンデイ一地方です。東部のセーヌ川沿いの地域と、今日、この後で検討
することになります、オルヌ県などの西部地域に発生しています。このように、 1789年7月14日
のパスティーユ攻撃以前に、多くの地方で農村民が中心となった蜂起が多発していたのでありま
す。
( 3 ）いくつかの地域における農村民衆の怒り
さて、パスティーユ以後のグランド・プール期はどうだったでしょうか。それがく地図2＞に
示されています。それを見ますと、中心地は四つあります。第一の舞台は、 Aのフランシユーコン
テ州です。第二は、 Bの北フランス、ピカルデイー州とカンブレジ地域です。第三は、 Cのマコ
ネ地方です。そして、第四の舞台が、今日これからお話するDのオルヌ県のボカージュ地帯なの
です。ルフェーヴルとアドらの研究によりますと、これらの蜂起はく地図3＞からわかりますよ
うな「大恐怖J「パニック」の発生と無関係で、はありません。それは、そうした大恐怖の連鎖的
現象、これをリレー現象と言っているのですけれども、そこに確認できる「貴族の陰謀」、たと
えば「特権身分に雇われたブリガン（盗賊集団）が民衆を飢えさせるために、熟していない小麦
を刈る」といった噂と、農村氏の蜂起が密接に関係していたからです。と言いますのも、農村で
は、日ごろから「盗賊」とか「夜盗jに恐怖を抱いておりまして、そうした連中は貴族の手先で
あると思われていましたし、小麦粉の減少も「貴族の陰謀」と考えられていましたから、「ブリ
ガン」あるいは地方によっては「外国の軍隊jがやってくるという「うわさjへの農村氏の対応
は、蜂起勃発の引き金になりえたからでした。
〈地図2)1789年7月末－8月初頭までの「反封建闘争J
β 
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1＼典） A. Ado, op. cit , p.123 
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〈地図3）農民の蜂起と大恐怖の伝播
G. Lefebvre, LαGγαηde？，θur.より
したがって、このいわゆる「グランド・プール」の発生は、よく言われますように、「うわさ」
や「警報によるパニックjのリレー現象という側面と、その背後にある農村民の貴族に対する根
強い不信感の浸透という現実から説明される必要があるわけです。
それで、そうした状況下に発生した四つの地域の農村民の運動を「ジャクリー」だと言ってい
るわけでありまして、その内の一つが西部ノルマンデイーのオルヌ県なのです。それでは、 Eの
「オルヌ県西部のジャクリー」の分析に入りましょう。
日、オルヌ県西部のジャクリー
ただオルヌ県といいましでも、我々には馴染みのないところ、あるいは薄いところですので、
まず、ノルマンデイーの中のオルヌ県を確認し、その概況を見ておきましょう。＜地図4＞をご
覧になってください。パスーノルマンデイ一、つまり、西部ノルマンディーの内陸部にあるのが
そうです。目立ったところをなぞって見ますと、ボカージュ地域が多く、現在、県西部が酪農地
域で東部が肉牛生産地域になっています。ボカージュとは、生垣や土手で区切られた畑のことを
言いますが、これが連なって見られるところをボカージュ地帯と言います。現・県庁所在地はア
ランソンでして、私が今御世話になっております県文書館もここにあります。概して、地味に乏
しく小麦栽培などの耕作は難しく、バター、チーズ生産、肉牛の産出、リンゴなどの果樹栽培が
中心であります。その他の特徴で言えば、森林面積が圧倒的に多い県です。ですから、乗馬用の
馬の飼育なども盛んです。なんだか県観光局の宣伝みたいになってしまいましたが。
< 6 ＞フランス革命期のジャクリ一一教区陳情書の中の「農民的要求Jを探る一（近江）
〈地図4）今日のノルマンテsイー
オノレヌl県
〈コ ボカージュ地域一一一一一 “ 内S'
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××× 中規模儲農政牧1也2宜
《D 肉’i生佐地域
. ）、~I真都市
・~＇規検都市
0 2万人以下町都市
出典） Me.de Bouard ed., Histoire伽 lαNorrnand・ieぅToulouse.1970 
では、草命期の状況はどうだったかと言いますと、概説ではこうなります。まず、オルヌ県で
は農民の土地がひどく欠乏していて、最も富裕な地主しか自分の土地で生計を立てることができ
ないといわれております。ルフェーヴルによれば「土地を奪われた農民の多いところのーっとし
てノルマンディーのボカージュ地帯が挙げられ、世帯主の30 40%がそうだ」とされていまして、
それだけに益々富農と貧農の対照が際立ったといつのです。一例として、県西部のサントベール
(Saint-Aubert）では、一家族が経済的に自立するのには10ヘクタールの農地が必要とされまし
たが、ここの130家族の農民が所有していた猫の額ほどの農地では、彼らのほとんどが、当然で
すがこのレヴェルに達していませんでした。県西部の平均では、平均的土地所有が5ヘクタール
以下の小土地所有農民であったことがわかっています。日本のような生産性の高い農地を前提に
するならば、耕作面積が平均5ヘクタール以下というデータは、意外に広いと思えるのですが、
実はそうではありませんでした。
また、農業構造の面でみると、農地は粘土質で地味に乏しく、従って、主に表土流出防止など
の必要から一定の土地を生垣などで囲んだボカージュ地域になっていまして、そのためこの一帯
は、当時でも二圃制であり、農地の半分は休閑地として休ませなければなりませんでした。作物
はライ麦、カラス麦、ソバなどで、それらの作付けには不毛の士地ゆえに、泥炭土や灰汁（あく、
あるいは木灰＝きばい）のような高価な肥料が必要でありましたし、それが叶わない場合は、土
地によっては3年の休耕が求められたと言うのです。
さらに、この地域には広大な森林地帯が点在し、そこには農作物に被害を及ぼす野兎、シカな
どの野生動物が生息していたため、森林周辺では農作物を守るために、農民達は松明をもって徹
夜しなければならないということもあったわけです。こうした、現実の下で農民達は僅かであっ
ても現金収入の道を求めざるを得ず、農村工業として細々と続けられていた機織業や小冶金業な
どにかかわるようにもなっていたわけです。
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しかも、最も恵まれない農民達は貧困を余儀なくされていたわけですが、彼らは共同放牧権・
森林用益権・落穂拾い権などの共同体的慣行を最大限利用することによって、かろうじて生命維
持をはかつていたわけであります。とりわけ、森林用益権の問題はオルヌ県全域のそうした農民
達にとって、それこそ死活問題の一つであったわけです。ところが、それも18世紀中頃よりの領
主反動のなかで奪われてしまっていたのです。とくにアンデーヌの森は王弟陛下のレーヌ伯領と
なってからは、共同体的諸慣行がことごとく禁止されてしまっていたのです。
というわけでありましたから、先に申し上げましたような1788年の不作などによる経済危機が
進行し、また、全国三部会に向けての政治的の機運の高まる中で、オルヌ県域の農村氏達の動き
も活発化してくるわけです。
次に、そうした動きをグランド・プール以前にまでさかのぼり、みていくことにしましょう。
( 1 ）パスティーユ以前の民衆蜂起
＜地図5＞をご覧になってください。この地閃からは三つの動きが捉えられると思います。第
← J には、アンデーヌの森の周辺に確認できます1788年段階の運動であります。×印のあるところ
ですが、 l度目は、史料1..はアンデーヌの森の西側にありますドムフロン郡グロードゥエ村の村－
民達が、 1788年4月24日に森林管理人および彼の家屋を攻撃したというものです。これには、森
林周辺の4分の3の住民が参加したと言われています。もう一件は、同年10月11日、アンデーヌの
森の北側にありますクーロンシュ村付近で発生しております。この時に運動の中核を担ったのは
樵達でした。
〈地図5）オルヌ県における食糧・反税の蜂起発生状況
(1789年春から夏にかけて）
「一一一一一一一← 一一一一 一ー一一←一一一一一 一←一一一ー一一一ー一一一←一一一一一←
A 食樋蜂起発生地
園反1見血争記発生地
⑨郡都
アンデーヌの森
Il典） K. Dulong, op. cit , p.46 
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第二には、いわゆる食糧蜂起の動きであります。 1789年2月9日のレグルに始まりまして、発生
順にいいますと、アルジャンタン、ブアレーズ、モルターニュ、テイベール ヴイル（現カルヴ
アドス県）などの小都市、さらにベッレームへと広がっています。これらの運動は、例の農村陳
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情書作成段階と時期的には一致しております。これらの運動形態は食糧蜂起と位置付けられてい
ますが、都市住民だけの運動ではありませんでした。周辺農民も含めた蜂起衆が、穀物仲買業者
や穀物輸送業者からの小麦などの強奪、領主館、大借地農など大地主・富農層などの家屋の捜索、
小麦などの穀物価格の値引きと価格の固定化の強要などをおこなったわけです。
地方長官ジュリアンの残した史料によりますと、 3月8日に、ベルネイ小郡の貴族ドゥーラーフ
ォレテイエーの館、さらには同月23日、オルベック近郊においてブルットゥヴイルの貴族が小麦
を買い占めたことなどが問題になったりしています。まだまだ各食糧蜂起についての個別研究が
不十分ですので、確定的なことは言えませんが、先の地方長官の王国政府宛の報告書類といった
限定されたものからだけでも、食糧蜂起は、純粋に飢餓が原因して発生した騒擾、騒乱、暴動と
いったものではなく、ルフェーヴルやジョージ二リューデらの研究が明らかにしているように、
蜂起衆は「貴族の陰謀jの論理の中で行動していたことを匂わせています。中小都市が舞台にな
ったのは、そこに事実、穀物類が集積されていたからであります。オルヌ県の場合も、ここから
反貴族の性格を消し去ることはできないと思います。
( 2 ）グランド・プール期のジャクリー
さて、続いてグランド・プール期のオルヌ県のジャクリーを追いかけてみたいと思います。そ
の前に、パスティーユ直後から反税蜂起の発生が確認されています。く地図5＞の黒塗り四角印
のついているところです。リンゴ酒や塩にかけられた間接税に対するもので、アルジャンタン、
レグル、ドムフロン、アランソンなど郡都で発生した蜂起です口これらは、県下の各教区で作成
された陳情書の要求のトップを占めていたものと言われています。パスティーユ襲撃の報を受け
て過激化したという面も否定できませんが、陳情書の内容とのからみから捉えれば、 1788年から
の連続した民衆蜂起の流れのなかに位置付けるべきであると考えておりますの
それでは、オルヌ県におけ
るジャクリーの展開の確認に
入ります。く地図6＞をご覧
になってください。オルヌ県
で最初に発生しましたのは、
県北西部および現在のカルヴ
ァドス県域におよぶ一帝であ
ります。 7月22日からですが
この一帯の城館が襲撃されて
います。反税蜂起との連続面
を重視すべきだろうと思いま
す。その後ジャクリーは地図
上の矢印の方向へと飛び火し
ていっています。 7月24日か
ら7月末、 8月上旬にかけて、
〈地図6）オルヌ県ボカージュ地帯における民衆蜂起（ジャクリー）発生状況
i＼典） K. Dulong, op. cit., pp. 74 75. 
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ご覧のように県西部から中部地域に、さらには南側のマイエンヌ県北部にまで波及しているのが
わかります。いくつかの史料によれば約700人から最大で2,000人の蜂起衆が確認されています。
後に、蜂起煽動者として告発された富裕地主の一人、ルイ＝ジボーの嘆願書を見ますと、この
時の蜂起衆の思いの一端が見えてきます。彼はこう言っています。「全国三部会が廃止した封建
制の痕跡を残さないために、すべての文書保管庫を焼き払うようにという、全封建諸侯に命じた
国王の布告がとどけられていたということが、ブリウズ、リニュおよびその周辺の諸教区に伝え
られていてJ、しかも、この「悪意に満ちた言動がでっち上げたこの卑劣な行為が、他のところ
にも及んで、農民達の聞に最大の高揚を引き起こし、災いを招いたjというのです。これは偽布
告ですが、ルイ二ジボーが言い逃れのために作り上げたものでないことが次のく史料1＞でわかり
ます。
〈史料1＞王国の大司教および司教への国王通達
(1789年9月2日、ヴェルサイユにて）
前略
あなた方は余の王国を荒廃させている騒擾を
体験している。知っての通り、多くの地方にお
いてブリガンおよびならず者が出没し、ありと
あらゆる暴力を自らはたらいただけでは飽き足
らず、農村住民の気持ちを掻き立てるに至った。
そればかりか、この者達は余の命令と偽り、余
の顧問会議の決定と偽造して広めるなどの図々
しさを示し、城館を攻撃し、文書や多様な不動
産登記証書を台無しにして、余の意思を果たし、
余の意向に応えよと説得した。（後略）
（専修大学図書館所蔵「ミシェル＝ベルンシュタイン文庫JTom巴1974-21より）
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この史料は、本学図書館所蔵のフランス革命史料群「ベルンシュタイン文庫Jから見つけ出し
たものですが、 Tomel974-(21）の1789年9月2日付けの「国王通達」です。それによりますと、
「この者達は、余の命令と偽り、余の顧問会議の決定であると偽造し、それを保証するなどの
図々しさを示しj城館を攻撃し、文書類を焼き払ったと言っています。このように国王の側にも
同様の認識があったことが証明できると思います。
ところで、この「偽布告」には、「ブリガンの襲来」に込められた「貴族の陰謀」以上の政治
的意図を感じ取ることができると思います。つまり、こうです。「我々が議論し、教区陳情書に
込めた思いが全国三部会に届けられ、それに基づいた決定が全国三部会でなされ、これに国王も
同意し、しかも、国王はそれを完全に実施するよう全封建諸侯に求めていて、文書保管庫を焼き
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払うよう布告しているのだから、我々の行動は合法的なのだjということを言っている事になる
わけです。ニセ布告であってもそれが意味をもってしまうことの例でもあり ます。
( 3 ）クーテルヌ城館攻撃の様子
そのような思いで立ち上がった蜂起衆の
行動様式を次に見ていきましょう。アンデ
ーヌの森の南側に位置しますクーテルヌ城
館攻撃の様子が、次の史料でわかり ます。
これは同年10月2日にアランソン憲兵隊が
「クーテルヌ城館の略奪」と題して作成し
た調書であります。く写真1＞が現在のク
ーテルヌ城館ですが、外堀を備えた規模の
大きな城館です。 く史料2＞の史料をご覧
になってください。
〈写真1）クーテルヌ城館
内容は、「クーテルヌの領主が我々に語ったところによれば」に始まり、「クーテルヌ閣下には、
彼らに負わされていた地代の棒引きと、すべての特権を放棄する証書を渡すよう強要され、蜂起
は終了した」で終わっています。
この史料からは、クーテルヌ城館攻撃に参加した蜂起衆の行動様式や攻撃の目標などが見えて
きます。
第ーには、蜂起衆がクーテルヌ教区の住民だけでなく、アンデーヌの森周辺のテッセ、アント
ワニ一、メウダンなど複数の教区民によって構成されていたといつことです。く表2＞を見てい
ただくと、そのことがさ らによくわかります。
第二には、彼らは小銃などで武装していて 「フゃリガンJとも表現されたが、 700から800名から
なる蜂起衆と化していて、地方の有力者を指導者にいだき、統率された行動をとっていた。
第三には、攻撃目標が明確で、古文書保管庫にある土地証書類の没収ならびにその焼却にあっ
たこと。
第四には、領主および領主館に仕える管理人や使用人への敵対心が強く、彼らへの嫌がらせも
激しかったこと。
第五には、ワイン倉やその他の地下倉庫を略奪し、奪ったワインやパンなどで一種の 「宴会」
を聞き、また、かがり火を中心に、広場では空瓶を割り、飼われていた猪を血祭りに上げるなど
祭りの雰囲気を演出したこと。
第六には、蜂起衆は、門扉、家具類、窓ガラスなど、打ちこわしを象徴する ような破壊は行な
っても、殺害、放火、城館の完全破壊には至らず、「秩序を維持しつつJ合法性、正当性を示そ
うとしたこと。
第七には、蜂起は地代の棒引きや領主の各種特権の廃止を約束させたが、領主制や封建制の体
制打倒を主張しなかったこと、と整理できるように思います。
まとめて言えば、複数の農村教区の住民が、日常的な社会的結合関係を基礎に蜂起衆となり、
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〈史料2）クーテルヌ城館の略奪（1789年7月27日）
「クーテルヌの領主が我々に語りかっ言明したところによれば、先頃の7月27日、
小銃、銃剣、鎌、焼き捧、鉄製「草用フォーク、棒、あるいは根棒などで武装し、
その多くがクーテルヌ、テッセ（Tesse）、アントワニー（Antoigny）、メウダン
(Mehoudin）、およびその他の教区民からなる約7～800名の者たちが、もし、土地
に関する古文書を彼らに渡さなければ城に火をかけるとののしり、脅しながら城
の中庭に午後のl時ころ参集した。そのとき、クーテルヌ閣下は彼らの振る舞いに
ついて、その不正行為を指摘すべく彼らに相対した。これに対し、彼らの指導者
であったラーフェルテマセの元弁護士、サンーマルタン＝デPユ二ブ。レッシなる者は、木
靴、ガウン、ナイトキャップ姿のクーテルヌ主任司祭を襟飾りで片手に、もう」
方の手でクーテルヌの公証人を拘束しつつ、秩序は維持されている、そして、ク
ーテルヌ閤ドに対しては5分間の猶予が与えられ、その後で、城全体に火をかけ打
ち壊すことになっている、と答えた。（後略）
その場で、クーテルヌ閑下が山文書保管庫を聞けると、ブリガン（盗賊集団）
の一部がそこに乱入し、他の者たちはかがり火を焚き、ガラス窓を壊し、城門や
ワイン倉、地下倉庫の扉をこじ開け、シードル酒やワインを飲み酔っ払い、約400
本の瓶を割り、扉を守ろうとした税徴収入の妻、スザ、ンヌ＝ヴィエルをこきおろし
た。彼らは臣下の誓い文書、告訴状など封建制に関する証文では満足しなかった。
その他、古い時代からの収支会計帳簿、土地証書、一族文書、（中略）、財産収蔵
簿など、閣下の最も貴重な文書が彼らの餌食となった。かくして総ての文書は燃
やされるか、奪われるか、盗まれるかした。
（前略）ブリガン達は、中庭にいた飼いならされた猪を小銃で殺し、また、長
柄の鎌を用いて屠殺した。彼らは約300発もの銃撃で猪を射殺した。さらに、彼ら
は城の窓ガラスを割り、窓枠を壊した。また、ワイン倉や地下倉庫の扉はこじ開
けられ、他のいくつもの扉も攻撃を受けた痕跡を示していて、椅子も壊された。
彼らはそこにあった総てのパンを食べつくし、さらに使用人は近くの村に行きパ
ンを借りてくるよう強制された。（中略）クーテルヌ閣下には、彼らに負わされて
いた地代の棒引きと、すべての特権を放棄する証書を渡すよう強要され、蜂起は
終了した」。
出典） Arch. de !'Orne, serie B, non classee. 
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〈表2）逮捕令状の出された蜂起参加者名
1 ラークーロンシュ
氏 名
サンマルタン＝デ、ユプレ yシ
ビエール＝モレ
シャルルニゴーティエ
フランソワ＝デジュネット
ジヤン二ボ‘ー ヴェ
ジュリアン＝デゥルエ
マラジ＝ピドゥ
ジャン＝ウヴェ
ビエー ル＝ケノ
ファヌウ
サンーマルタン＝ラーリゴデイエール
トマ二ブルードン
シャルル二カンタン
ポワリエ
）レ＝グロ
ブルトン
2 クーテルヌ
ジャン二フロジェ
ソワイエ
ミシェル＝フゃー レ
ビール＝グリヨン
ジャック＝ビニョン
ピドウ
ノエル二アベッル
ビエール＝モレル
3 リニュ
ルイ＝ジボー
ジャン＝ドウランジ
フランソワ＝ベニェイ
グラン＝ジャン
ジャック
ジャック＝ムラン
4 ラー モットー フケ
レヴェイエ（俗称レネ）
ジュリアン＝アロシェ
レヴェイエ（俗称レヴ、ェイヨン）
ラテ。イー グ
ルイ＝グイエ
ジャック二サンヴナン
ニコラ＝グイエ
ジャンエジヤツクシェッサイユ
ジャンノくフ。テイスト＝アロシュ
出典） K. Dulong, op. cit., pp. 95 96. 
年齢 居住地
ラフェルテマセ
ラクーロンシュ
同上
ヌイイールヴアンダン
17 向上
同上
39 ラークーロンシュ
34 ヌイイルーヴアンダン
29 サントゥアンルブリズル
ラクーロンシュ
54 ラソヴァジエール
ラセルヴイエール
ヌイイルーヴアンダン
同ヒ
同ヒ
向上
クーテルヌ
リニュ
クーテルヌ
同ヒ
向上
ラクーロンシュ
クーテルヌ
ラクーロンシュ
メニルードブリウズ
24 ｜向上
向上
30 
55 
33 
ブリウズ
向上
メニルードブリウズ
オルジエール
サンピエールテ守ユデゼール
オルジエール
サンーピエールデユーデゼール
向上
向上
オルジエール
同上
サンピエールーデュデゼール
職 業
弁護士
日雇農民
宿屋の主人
水販売人
自作農
共益委員・染色商人
宿居の主人
石工頭
靴屋の使用人
共益委員
蹄鉄商人
大道商人
宿屋の主人
馬商人
石工
屋根葺き職人
地主
居酒屋店主
織布工
地主
宿駅長
居酒屋店主
商人
日雇農民
大地主
k質小麦粉商人
請負小作人
日雇農民
蹄鉄職人
大工
織布工
自作農
線引き工
仕立屋
鋼類販売人
仕立屋
鋼類販売人
鍛冶屋の運送人
日雇農民
農村地域のブルジョワなど有力者を指導者にいだき、限定された懲罰的な範囲内で暴力を行使し、
祭りの気分を高め、合法的に古文書保管庫の破壊するという、当面の目的を達成しようとした、
ということになります。「木靴、ガウン、ナイトキャップ姿jというコッケイな格好の主任司祭
の登場は、シャリヴァリ行使の場面を匂わせてもいます。
こうした運動形態の、いわゆるジャクリーは、クーロンシュでも、ラーモットーフケでも確認
されているのです。く表2＞からは、その一面が読み取れるだろうと思います。今日は、クーテ
ルヌ以外の動きを詳細に見ることはできませんが、オルヌ県西部・中部に発生したグランド・プ
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ール期のジャクリーは、このように、伝統的な民衆蜂起の作法をとりながら、領主達の特権や領
主反動を激しく攻撃する「領主館闘争jであったわけです。
それでも、領主制や封建制の打倒という政治的ねらいは稀薄でありまして、ましてや絶対王政
の転覆など、この段階では、考え及ばなかったのであります。
しかし、警察側が残した文書からだけの、ジャクリーについてのこのような解釈ではまだ一面
的であります。蜂起衆の側の、つまり、立ち上がった教区農民達の思いを、さらに史料上に確認
していく必要があります。この点で、私が現在注目しておりますのが、 1789年2月から3月段階に
作成された教区陳情書であります。最後に、それを見ていきましょう。
皿、「陳情書からみた「農民的要求」
ただし、教区陳情書を史料として使用するにあたっては幾つかの留保条件があります。例えば、
モデルとなった陳情書の存在していたことや、第一次選挙集会に領主裁判所判事が臨席していた
ことなどもありますので、ルフェーヴルが言っていますように「農民達が自分達にとって最も重
大なことを常に口に出したとは限らない」ということに気を配らねばなりません。
そのことを前提とした上で、それでは見ていきましょう。
( 1 ）オルヌ県下の教区陳情書の分布
まず、オルヌ県下の教区陳情書の残存状況を見ておきましょう。く地図7＞とく表3＞をご覧に
なってください。わかることは、第一次選挙集会時に作成された陳情書が全部残っているのでは
ないということです。今日は、＜表3＞の農村教区の423通のうち、数点を選びまして検討するこ
とにしましょう。全体状況については、オルヌ県中部の104通の分析を試みたジャンークロード＝
マルタン氏の研究成果を利用することにします。
〈地図7）オルヌ県陳情書分布図
く〉冊叫が幽されている酬
出典）Repertoire., P. 61 
( 2）教区陳情書の分析
〈表3）オルヌ県陳情書関連資料一覧
＼ ＼ オノレヌ県文書館 他県 各市立 国立
7系0列B E系列 文書館 図書館 文書館
言ト
第 lli: 農村教区 222 4 136 61 。 423 
選挙集会 都市共同体 39 。 。 。 。 39 
第三身分 30 。 。 。 15 45 
上下級 貴族 13 。 。 1 6 20 
選挙集会 聖職者 3 。 。 5 4 l2 
三身分合同 2 。 。 。 1 3 
その他 32 。 。 。 。 32 
告十 341 4 136 67 26 574 
注） R毛pertoire.,pp.25・60より作成．
注）以下、「オノレヌ県文書館JをA.D.0.に、「カルグァドス県文書館」をAD. Cに「ア
ランソン市立図書館JをBM Aにと略記する。
まず、アランソン近くの村、サンージェルマンーデユーコルベイ教区民の陳情書からみていきまし
ょう。く史料3＞です。1789年3月1日、月曜日、鐘の音とともに晩課の場に集った教区民は第一
次選挙集会を行ない、全12ヶ条におよぶ教区陳情書を作成しています。主だった部分を整理する
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〈史料3）サンー ジェルマンー デユ Fコルベイの教区陳情書
1789年3月lH、月曜日、孜々サンージェルマンーデユーコルベイの教区住民は、鐘
の｛'j－とともにいつものように晩課（タ ）Sの祈り）の場に集った。
前年の1788年、小麦は不足し、干し草もなくなった。今年、 1789年も小麦の収
穫は半分になりそうにない。
第l、我々はタイユ税を課せられている。つまり、 1リーヴルにつき24スーを支
払っている。列挙するならば、人頭税1リーヴルにつき12スーを、タイユ税配分l
リーヴルにつき12スーを、である。
第2、技々は、貴族も聖職者も、誰もがタイユ税と死亡税（＝相続税）を支払う
ことを要求する。
第3、我々は、クローバ一、干し草、エンドウ豆、麦藁に関する十分の一税を支
払わなくてもよいよう要求する。また、脱穀された麦藁と種もみも、農地用であ
るということに鑑み、免除されるよう要求する。
第4、我々は、王国の幹根街道や道路の（維持の）ためにタイユ税として1リー
ヴルにつき5スーを支払っている。しかし、これが全く公のものであることに鑑み、
民族など誰もが納税することを要求する。
第5、我々は、監骨日と副監’伊i子（による街道保守管理市IJ)が撤廃されるよう要
求する。すなわち、どの街道であれ（監督官） －人分の負担のみとするよう求め
る。
第6、我々は、農地をおびやかす鳩の処分を要求する。
第7、我々は、塩税が撤廃され、塩（の販売価格）が値下げされるよう要求す
る。
第8、我々は、粉引きバナリテ（使)fJ強制税）が撤廃されるよう要求する。
第9、我々は、穀物が畑地にある聞は、狩猟が禁止されるよう要求する。
第10、我々は、野兎が穀物を食べるので、これを退治するよう要求する。
第11、我々は、アランソンの市場の、チーズ、麻、織物、七面鳥、野鳥、川知、、
リンゴ、梨を運び込むに｜察し、入市税を払っている。我々は、これら総ての税が
撤廃されるよう要求する。
第12、我々は、同王への献上金が半分に引き下げられるよう要求する。
当教医には百旺帝がいる。その中から、我々はカッシアン＝シャプランの息子の
アンドレ＝ルージュを代表にした。
ここに我々は署名した。（23:?',)
出典） Arch. de l’Orne, 70B 215. 
< 16 ＞フランス革命期のジャクリ一 教医陳情書の中の「農l~的安求j を探る （近江）
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と次のようになっています
①貴族も聖職者も、誰もがタイユ税と死亡税を支払うこと。
②クローバ一、干草、えんどう豆、麦藁に関する十分のー税を支払わず、また、脱穀された麦
藁と種もみも、農地用であるということに鑑み、免除されること。
③王国の幹線街道や道路の維持のためにタイユ税としてlリーヴルにつき5スーを支払ってい
る。しかし、これが全く公のものであることに鑑み、貴族など誰もが納税すること。
④農地をおびやかす鳩を処分すること。
⑤塩税が撤廃され、塩（の販売価格）が値下げされること。
⑥粉引きバナリテ（使用強制税）は撤廃されること。
⑦穀物が畑地にある聞は狩猟が禁止されること。
⑧野兎が穀物を食べるので、これを退治すること。
⑨アランソンの市場へ、チーズ、麻、織物、七面鳥、野鳥、川魚、リンゴ、梨を運び込むに際
し、入市税を払っている。これら総ての税が撤廃されること。
このように、この教区のものは農村教区陳情書の性格をもっとも典型的に示す内容であること
に気付かされます。第三身分の権利であるとかノルマンデイ一地方三部会の重視への言及は無く、
農村教区民の生活に密着した切実な要求が掲げられています。領主権、森林用益権に係わる諸問
題についてその「撤廃」「廃止Jが主張されています。
次に、アルジャンタン郡、エッム近郊のマルノワイエ村の教区陳情書です。＜史料4＞です。
この教区は県中央部の北東部に位置しています。主だったところをまとめると以下のようになり
ます。
①ノルマンディ一地方において地方三部会を開催し、 5年おきに執り行うこと。
②総て課税は、どんな性格のものであれ、総ての身分の臣民によって、 －様に、同率で支払わ
れるべきで、かつ、身分ごとに同一の書類でのみ実行されるべきこと。
③第三身分は、鳩小屋を所有する領主達が、種まきの間と小麦畑が結実した時には収穫が終わ
るまで、鳩小屋を閉じたままにすること。また、兎小屋の廃止と製粉所の使用強制の廃止、領主
制地代と賦役の30ドゥニエへの軽減、封建的買い戻し権の廃止。
④農業は国家の最もすばらしい宝で、しかも、人々にとって本源的必需品である食糧を提供す
るので、国王陛下は、耕作農民に特別手当を与え、かつ、彼らから労働の結品を奪い取る鳩小屋
の鳩、兎、または野生動物などによる災禍を軽減して、彼らを保護すること。さらに耕作農民家
族の息子たちが兵役抽選には拘束されないこと。
サンージェルマンデユーコルベイの陳情書に比べると、マルノワイエのそれは第三身分としての
自覚が鮮明であり、ノルマンデイーの主体性の強調が目立つ内容となっていて、何となくモデル
となった丈章を参考にしたのではないかと思える書き方にはなっているが、それでも農村教区民
でしか利害関係にはない諸要求が全体をリードしていることが伝わってくると言えるでしょう。
< 18 ＞フランス車命期のジャクリ一一教区陳情書の中の「農民的要求jを探る （近江）
( 3 ）オルヌ県全体の特徴
以上の、二つの教区陳情書に共通するところを簡単に整理しておきましょう。
第一は、十分の－－－税の廃止ないしは軽減の要求です。
第二は、全身分が税負担をするすること。
第三は、領主の鳩小屋特権の廃止。
第四は、領主のパナリテ権の廃止。
第五は、森林用益権をめぐる諸要求であります。
このように、ともに、教区農民達の日常生活に直接係わる内容の要求が並べられているわけで
す。これらは、領主権や領主特権、または領主反動に対する対決姿勢の発露と判断できるであり
ましょう。ジヤンクロード＝マルタンらの研究でも、この傾向はオルヌ県全体の4分の3の教区陳
情書に確認できると言われています。若干の温度差はあるものの、これはジャクリ一発生地域の
リニューやクーロンシュのものにも当然確認できる内容のものであります。つまり、これらは
1789年の2、3月段階に全国一斉に開催された第一次選挙集会の盛り卜．がりの中でまとめられた農
村教反民の意思であり、その思いを教区代表者に託し、下・上級選挙集会での議論を経て全国三
部会へと反映させたいとし寸切実さを伝えるものとなっています。もっと言えば、教区農民が一
種の自覚的な結集体と化し、アンシャン・レジーム下の諸矛盾の問題解決に向けての彼等の姿勢
を明確にしています。この点からも教区陳情書の基本的性格を「農民的要求Jをまとめた綱領的
性格の強いものとして捉えることができるように思います。このことからしても、この要求のレ
ヴェルでジャクリーが展開されたと判断できるところであります。
ところで、オルヌ県下の陳情書104通を分析したJ.C＝マルタンは、諸要求の類型的整理に基づ
き、「諸共同体は、同じような仕方でくアンシャン・レジームの悪弊＞と闘っている。つまり、
王国政府や絶対主義の誤りや、その無能振りを告発し、また、行政機関の悪行を暴露し、身分制
諸団体に異議を唱え、それらの特権を非難したjと総括し、だが、それでも教区陳情書は、「依
然として君主政を守ろうとして、国王へのもっと深い尊敬の念を表し」、「全国三部会を召集した
ことに感謝し、同家にたいし協力を求める」ものとなっている、と結論付けています。このマル
タンのまとめは、そのまま今日検討した教区陳情書の性格付けにもあてはまるものであります。
つまり、言い換えれば、オルヌ県下の教医陳情書は領主達の特権や領主反動を激しく非難しこ
そすれ、領主制などの封建制システムを打倒しようとは主張していなかったのであります。この
姿勢は、前に見たジャクリーの行動様式や攻撃目標の設定などに見え隠れしていたそれと同じで
あった、と結論付けられるでありましょう。
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（史料4）マルノワイエの教区陳情書
1 .国王陛下は、ノルマンデイ一地方において地方三部会を再開し、 5年おきに執り行
うよう懇願されている口当地方の地方三部会は、総ての地方課税の割り振りを行な
うべきであり、その割当は行政地区当局によって行なわれるべし。
2.総て課税は、どんな性格のものであれ、総ての身分の国家臣民によって、一様に、
同率で支払われるべきで、かつ、身分ごとに同一の書類でのみ実行されるべきこと。
3. 国王陛ドは、臣民にとっては酷しい、総ての事業の請負制度である徴税請負制、
つまり、租税（エード）や塩税の徴税請負制を廃止するよう懇願される。
4. 第三身分は、鳩小屋を所有する領主達が、種まきの間と、小麦畑が結実したとき
には収穫が終わるまで、鳩小屋を閉じたままにするよう要求する。また、兎小屋の
廃止と製粉所の使用強制の廃止、領主制地代と賦役の30ドゥニエへの軽減、封建的
買い戻し権の廃止を要求する。土地領主や見張り役の管理人には、何時であれ、中
庭や庭園での狩りが禁止．されるべし。
6.修道士あるいは修道女が10人に満たないときは、両者は集まり生活すること。彼
らの衣服代と同様に扶養料は修道院の聖職禄収入から支払われるべし。修道院の世
襲財産超過分でもある支払い済の基金は、慈善事務所や、教区の若者教育のための
学校教師養成のような、信心深い事業において用いられるべく投資されるべし。
7.司教領主として聖職禄を受けている大修道院長は、王国内最大の教区における多
額の卜分の A 税徴収入である。国王陛下は、これらの税が廃止されない場合は、そ
れらの教区の貧困者扶助のために、その税から－部が差し引かれるよう懇願されて
いる。
8.農業は国家の最もすばらしい宝で、しかも、人々にとって本源的な必需品である
食糧を提供するので、国王陛下は、耕作農民に特別手当を与え、かつ、彼らから労
働の結晶を奪い取る鳩小屋の鳩、兎、または野生動物などによる災禍を軽減して、
彼らを保護するよう懇願されている。さらに、耕作農民家族の息子たちが兵役抽選
には拘束されないよう懇願されている。
9. 国王陛ドは、多くの法廷で長引かされている訴訟の判決を短縮すべく、司法裁判
所に訴えている王国臣民を庇護するよう懇願されている。悪意の言いがかりが迂閲
にも相互に投げかけられないよう、また、 ~ t.長に訴訟裁判権を有する下級裁判法廷
の王国バイヤージュ（下級裁判所）と高等法院しか置かないよう、さらに、下級法
廷は経費も合めて総額600リーヴルになるまでに最終審の判決を出すよう懇願されて
いる。
10. 第三身分は、財務局、治水・林野局、徴税区、塩倉庫、同王役人、さらに、いく
つかの裁判所の廃止を要求する。また、裁判を受ける者が多額の支出をすることな
く訴訟に専念できるよう、王国下級裁判所が裁判管区とともに5里おきに設立される
ことを要求する。
出典） Arch. de l’Orne, 70B-290. 
< 20 ）フランス革命期のジャクリ一一教区陳情書の中の「農民的要求」を探る一（近江）
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さて、それでは最後のまとめに入りましょう。今日の話の総括となるわけですが、その前に、
1789年8月以降の革命運動全体の動きを若干見ておきましょう。
憲法制定国民議会は、オルヌ県をはじめ各地の民衆運動の高揚をうけて、 8月4日から「封建的
諸特権の廃止」を発布するなど、全国の民衆の興奮状態、つまり、ある意味で「革命的j気運を
抑えようとしています。
財務大臣ネッケルは、こういっています。「カーンとアランソン徴税管区では、塩税徴収が蜂
起した民衆によって、塩価格を半額にするよう強制されていて、ほとんど至るところでエード税
の徴収は中断されている」と嘆いています。
アランソンの地方長官ジュリアンも、 7月25日段階に「私の所轄地域のすべてのところで警鐘
が鳴っています。あらゆるところから盗賊集団（ブリガン）が出没し、略奪し、家々に放火して
いることが伝えられています。王税はもはや期待できません。塩税は1リーヴルにつき6スゥの割
合でしかもはや支払われなくなっていますよと混乱しきった状況の中で過剰反応している様子
が伝わってきます。
しかし、先ほどから見てきましたように、オルヌ県下のジャクリーは、一言でいえば、革命を
起こして、自らが主人公となる国家・社会をめざすというようなものではありませんでした。ま
た、教区陳情書が求めていたものも、くアンシャン・レジームの悪弊＞を告発し、それらに異議
を唱え、解決の方向を示しただけでした。
にもかかわらず、中央においてはオルヌ県および他の地域のジャクリーの展開は、客観的には
「フランスの土台を揺るがしかねなしリ可能性をもった、「革命的なJ運動と認識されてしまって
いたわけです。つまり、オルヌ県下の「領主館闘争」であったジャクリーが「農民の革命」の息
吹を強く持ったものとして、理解し始められてしまっていたのであります。
この点で、遅塚忠朗氏の次の文章は、こうした事態をうまく説明していると思います。「農民
運動はある条件のもとでは『農民革命』になりえたが、ある場合には『農民戦争Jまたは単なる
『農民反乱』と呼ばれ、またある情況においては『農民的反革命』にもなった」というのであり
ます。
これをオルヌ県で確認するとすれば、 89年以降の政治状況が参考になります。その後のオルヌ
県の状況を教えてくれる地凶でありますく地図8＞は、 1791年段階の宣誓僧のパーセントですが、
県西部に行くに従って、ブルターニュやヴァンデ一地方と同様の傾向が見られます。また、＜地
図9＞は、 1793年秋以降、確認されています「ふくろう党jの動きと、それを鎮圧しようとする
革命政府軍とのぶつかりあいを地図上に示したものです。
ご存知のように、「ふくろう党」の動きには多様な側面があります。単純な反革命という言い
方では一括りできない動きをしています。その分析は別の機会にということになりますが、く地
図8＞に見られた宣誓僧侶の少ない地域での動きが目立ちます。同時に、 1789年のジャクリーの
展開地域とも重なっていることが気になります。おそらくジャクリーの担い手と「ふくろう党」
< 22 ＞フランス革命期のジャクリ一 教ば陳情書の中の「農民的要求Jを探る一（近江）
のそれとはダフ、、ってくるように思います。バルザックが果たしてそこまで見通していたのかどう
か、気になるところではありますが。
〈地図8）郡毎の宣誓僧侶のパーセント
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さて、だいぶ時間もたちましたが、オルヌ県のその後の動きも気にしつつ、改めて、 1789年段
階にオルヌ県下で立ち上がった農村氏の思いを整理しておきたいと思います。
以上のように、部分的な分析ではありましたが、ジャクリーの動きと教区陳情書の内容から見
えてきたものは、フランス革命の革命的「ラデイカリズム」とは無関係でないにしても、それと
は次元を異にするところでの問題提起であったように思えます。つまり、体制の打倒や土地獲得
をめざす「農民革命」の側面は弱く、生命の維持、生活の安定を願う、たとえば、森林用益権の
復活を求めると言う反領主的な性格を持つ、中世末以来の農民的ラデイカリズムの流れの中にあ
るような、伝統的な香りのする異議申し立てであったのではないかということなのであります。
しかし、そうではあっても1789年7月末－8月初頭の段階では、このオルヌ県下のジャクリーが、
状況論的側面においては農民の革命の性格を帯びたものとして、ルイ16世や憲法制定国民議会に
よって理解されてしまっていたのであります。という具合に結論付けまして私の話を終わらせて
いただきます。
ご清聴ありがとうございました。
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